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○

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）
の
比
較
表

最

終

案

中

間

案

備

考

目
次

目
次

前
文

前
文

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
）

第
二
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
体
制
整
備
（
第
八
条

第
二
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
体
制
整
備
（
第
七
条

―
第
十
五
条
）

―
第
十
四
条
）

第
三
章

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
（
第
十
六
条
―
第
十
九
条
）

第
三
章

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
（
第
十
五
条
―
第
十
八
条
）

第
四
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
調
整
委
員
会
（
第
二

第
四
章

障
害
の
あ
る
人
の
相
談
に
関
す
る

調
整
委
員
会
（
第
十

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

十
条
―
第
二
十
六
条
）

九
条
―
第
二
十
四
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
七
条
―
第
二
十
九
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
五
条
―
第
二
十
七
条
）

附
則

附
則

全
て
の
県
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
等

全
て
の
県
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
等

し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
相

し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
は
、
私
た
ち

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
は
、
私
た
ち

全
て
の
願
い
で
あ
る
。

全
て
の
願
い
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
「
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
実
感
し
な
が
ら
、
共
に
充

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
「
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
実
感
し
な
が
ら
、
共
に
充

実
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
障
害
福

実
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
障
害
福

祉
施
策
の
基
本
理
念
と
し
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
」
を
重
点
施

祉
施
策
の
基
本
理
念
と
し
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
」
を
重
点
施

策
の
一
つ
に
掲
げ
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
」
に
関
し
、
合
理
的

策
の
一
つ
に
掲
げ
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
」
に
関
し
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
や
普
及
啓
発
、
広
報
活
動
等
の
施
策
を
推
進
し
、
障
害
の
あ
る
人

配
慮
の
提
供
や
普
及
啓
発
、
広
報
活
動
等
の
施
策
を
推
進
し
、
障
害
の
あ
る
人

の
社
会
参
加
や
自
立
を
進
め
て
き
た
。

の
社
会
参
加
や
自
立
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見

、
理
解
不
足
等
の
社
会
的
障
壁
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活
や
社

、
理
解
不
足
等
の
社
会
的
障
壁
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
の
様
々
な
場
に
お
い
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

会
生
活
の
様
々
な
場
に
お
い
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

を
受
け
た
り
、
情
報
の
取
得
又
は
利
用
の
た
め
の
手
段
や
意
思
疎
通
の
た
め
の

を
受
け
た
り
、
情
報
の
取
得
又
は
利
用
の
た
め
の
手
段
や
意
思
疎
通
の
た
め
の

手
段
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等
、
困
難
や
不
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
暮

手
段
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等
、
困
難
や
不
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
暮

ら
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

ら
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

ま
た
、
本
県
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
障
害

ま
た
、
本
県
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
障
害

の
あ
る
人
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
や
避
難
所
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
お
い

の
あ
る
人
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
や
避
難
所
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
お
い

て
大
き
な
困
難
を
抱
え
、
ま
た
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
伝
達
に
お
い
て

て
大
き
な
困
難
を
抱
え
、
ま
た
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
伝
達
に
お
い
て

資料１－１
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も
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
。

も
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
て
の
県
民
が
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
人
に
対

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
て
の
県
民
が
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
人
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
身
近
な
課

す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
身
近
な
課

題
と
捉
え
て
こ
れ
を
解
消
し
、
建
設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
互
い
に
理
解
し
合

題
と
捉
え
て
こ
れ
を
解
消
し
、
建
設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
互
い
に
理
解
し
合

い
、
歩
み
寄
る
と
と
も
に
、
手
話
、
拡
大
文
字
、
筆
記
、
点
字
、
音
声
、
触
手

い
、
歩
み
寄
る
と
と
も
に
、
手
話
、
拡
大
文
字
、
筆
記
、
点
字
、
音
声
、
触
手

話
、
平
易
な
表
現
等
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
適
切
な
情
報
の
提
供
や
意
思

話
、
平
易
な
表
現
等
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
適
切
な
情
報
の
提
供
や
意
思

疎
通
の
た
め
の
手
段
の
確
保
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
取
り
組

疎
通
の
た
め
の
手
段
の
確
保
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
、
障
害
者
基
本
法
及
び
障
害
を
理

こ
こ
に
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
、
障
害
者
基
本
法
及
び
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
お
互
い
を
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
し

る
人
も
な
い
人
も
お
互
い
を
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
し

、
支
え
合
い
、
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
の
条
例
を

、
支
え
合
い
、
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
。

制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理

念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
並
び
に
障
害
者
団
体
の

念
を
定
め
、

県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
並
び
に
障
害
者
団
体
の

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
図
り
、
も

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
図
り
、
も

っ
て
県
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

っ
て
県
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
（
以
下
「
共
生
社
会

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
（
以
下
「
共
生
社
会

」
と
い
う
。
）
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

」
と
い
う
。
）
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

障
害
の
あ
る
人

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
発
達
障
害
を
含
む
精
神
障

一

障
害
の
あ
る
人

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
発
達
障
害
を
含
む
精
神
障

害
、
難
病
に
起
因
す
る
障
害
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
（
以
下
「
障

害
、
難
病
に
起
因
す
る
障
害
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
（
以
下
「
障

害
」
と
総
称
す
る
。
）
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に

害
」
と
総
称
す
る
。
）
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に

よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態

よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態

に
あ
る
も
の
を
い
う
。

に
あ
る
も
の
を
い
う
。
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二

事
業
者

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（

二

事
業
者

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

七
号
に
規
定
す
る
事
業
者
の
う
ち
、
県
の
区
域
内
に
お
い
て
商
業
そ
の
他

七
号
に
規
定
す
る
事
業
者
の
う
ち
、
県
の
区
域
内
に
お
い
て
商
業
そ
の
他

の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

三

社
会
的
障
壁

法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
、
障
害
が
あ
る
者
に
と

三

社
会
的
障
壁

法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
、
障
害
が
あ
る
者
に
と

っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に

っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に

お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。

お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

（
基
本
理
念
）

第
三
条

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
及
び
共
生
社
会
の
推
進
に
関
す
る

第
三
条

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
及
び
共
生
社
会
の
推
進
に
関
す
る

施
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

施
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一

全
て
の
県
民
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権

一

全
て
の
県
民
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権

を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
そ
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、

を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
そ
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、

そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
。

そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
。

二

全
て
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経

二

全
て
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
。

る
こ
と
。

三

全
て
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
可
能
な
限
り
、
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段

三

全
て
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
可
能
な
限
り
、
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段

に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
取
得
又
は

に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
取
得
又
は

利
用
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と

利
用
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と

。

。

四

全
て
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
性
別
、
年
齢
等
に
よ
る
複
合
的
な
原

四

全
て
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
性
別
、
年
齢
等
に
よ
る
複
合
的
な
原

因
に
よ
り
特
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
状
況

因
に
よ
り
特
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

五

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
は
、
多
様
な
人
々
に
よ
り
地
域
社
会

五

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
は
、
多
様
な
人
々
に
よ
り
地
域
社
会

が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
基
本
認
識
の
下
に
、
障
害
、
障
害
の
あ
る
人

が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
基
本
認
識
の
下
に
、
障
害
、
障
害
の
あ
る
人

及
び
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
（
障
害
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

及
び
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
（
障
害
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

に
お
い
て
受
け
る
制
限
は
、
障
害
の
み
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社

に
お
い
て
受
け
る
制
限
は
、
障
害
の
み
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社

会
的
障
壁
と
あ
い
ま
っ
て
生
ず
る
も
の
と
す
る
考
え
方
を
い
う
。
）
に
関

会
的
障
壁
と
あ
い
ま
っ
て
生
ず
る
も
の
と
す
る
考
え
方
を
い
う
。
）
に
関

す
る
理
解
（
以
下
「
障
害
等
に
関
す
る
理
解
」
と
い
う
。
）
を
深
め
る
こ

す
る
理
解
（
以
下
「
障
害
等
に
関
す
る
理
解
」
と
い
う
。
）
を
深
め
る
こ
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と
を
基
本
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
。

と
を
基
本
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
。

（
県
の
責
務
）

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
を
理
由
と

第
四
条

県
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
共
生

す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
も
の
と
す

社
会
の
実
現
に
向
け
た
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。

る
。

２

県
は
、
前
項
の
体
制
整
備
を
図
り
又
は
前
項
の
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実

２

県
は
、
前
項
の
体
制
整
備
を
図
り
又
は
前
項
の
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
市
町
村
、
県
民
、
事
業
者
、
障
害
者
団
体
（

施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
市
町
村
、
県
民
、
事
業
者
、
障
害
者
団
体
（

障
害
の
あ
る
人
又
は
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
、
障
害
の
あ

障
害
の
あ
る
人
又
は
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
、
障
害
の
あ

る
人
に
対
す
る
支
援
を
主
な
活
動
と
す
る
団
体
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係

る
人
に
対
す
る
支
援
を
主
な
活
動
と
す
る
団
体
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係

者
と
協
力
し
、
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

者
と
協
力
し
、
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

（
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
）

（
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
）

第
五
条

県
民
及
び
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
等
に
関
す
る

第
五
条

県
民
及
び
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
等
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
及
び
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

消
及
び
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

（
障
害
者
団
体
の
役
割
）

（
障
害
者
団
体
の
役
割
）

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

第
六
条

障
害
者
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
等
に
関
す
る
理
解

第
六
条

障
害
者
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
等
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
活
動
及
び
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
資
す
る
活

を
深
め
る
た
め
の
活
動
及
び
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
資
す
る
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
及
び
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

消
及
び
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

（
財
政
上
の
措
置
）

第
七
条

県
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
及
び
共
生
社
会
の
実
現
に

第
六
条

県
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
及
び
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
体
制
整
備

第
二
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
体
制
整
備

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
）

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
）

第
八
条

何
人
も
、
障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し

第
七
条

何
人
も
、
障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し

て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
（
障
害
を
理
由
と
し
て
、

て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
（
障
害
を
理
由
と
し
て
、

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映
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正
当
な
理
由
な
く
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
各
種
の
機
会
の
提
供
を
拒

正
当
な
理
由
な
く
、
財
産
、
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
各
種
の
機
会
の
提
供
を
拒

否
す
る
こ
と
、
そ
の
提
供
に
当
た
っ
て
場
所
、
時
間
帯
等
を
制
限
す
る
こ
と

否
す
る
こ
と
、
そ
の
提
供
に
当
た
っ
て
場
所
、
時
間
帯
等
を
制
限
す
る
こ
と

又
は
障
害
の
な
い
人
に
対
し
付
さ
な
い
条
件
を
付
す
こ
と
そ
の
他
の
障
害
の

又
は
障
害
の
な
い
人
に
対
し
付
さ
な
い
条
件
を
付
す
こ
と
そ
の
他
の
障
害
の

な
い
人
と
異
な
る
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
す
る
こ
と

な
い
人
と
異
な
る
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

県
及
び
事
業
者
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
の
あ

２

県
及
び
事
業
者
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
の
あ

る
人
か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
必
要
と
し
て
い
る
旨
の
意
思
の
表
明

る
人
か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
必
要
と
し
て
い
る
旨
の
意
思
の
表
明

（
障
害
の
あ
る
人
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
が
当
該
障
害
の
あ
る
人
を
補
佐

（
障
害
の
あ
る
人
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
が
当
該
障
害
の
あ
る
人
を
補
佐

し
て
行
う
意
思
の
表
明
を
含
む
。
）
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
障
害

し
て
行
う
意
思
の
表
明
を
含
む
。
）
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
障
害

の
あ
る
人
と
建
設
的
な
対
話
を
行
い
、
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な

の
あ
る
人
と
建
設
的
な
対
話
を
行
い
、
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な

い
と
き
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ

い
と
き
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ

う
、
当
該
障
害
の
あ
る
人
の
性
別
、
年
齢
及
び
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
て
、

う
、
当
該
障
害
の
あ
る
人
の
性
別
、
年
齢
及
び
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
て
、

社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け

社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

県
民
は
、
前
項
の
規
定
に
関
し
、
県
又
は
事
業
者
か
ら
必
要
な
協
力
を
求

３

県
民
は
、
前
項
の
規
定
に
関
し
、
県
又
は
事
業
者
か
ら
必
要
な
協
力
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
）

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
）

第
九
条

障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
県
に
対
し
、

第
八
条

障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
県
に
対
し
、

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
を
す

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

県
は
、
前
項
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の

２

県
は
、
前
項
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

一

相
談
者
に
対
し
て
、
必
要
な
助
言
及
び
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

一

相
談
者
に
対
し
て
、
必
要
な
助
言
及
び
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

二

当
該
相
談
に
係
る
関
係
者
間
の
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
。

二

当
該
相
談
に
係
る
関
係
者
間
の
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
。

三

関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
そ
の
他
当
該
相
談
の
処
理
の
た
め
に
必
要
な

三

関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
そ
の
他
当
該
相
談
の
処
理
の
た
め
に
必
要
な

事
務
を
行
う
こ
と
。

事
務
を
行
う
こ
と
。

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
の
委
託
）

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
の
委
託
）

第
十
条

県
は
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
適
当

第
九
条

県
は
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
適
当

と
認
め
る
者
に
、
当
該
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
め
る
者
に
、
当
該
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
そ
の
委

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
そ
の
委

託
を
受
け
た
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

託
を
受
け
た
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
）

（
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
）

第
十
一
条

障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
障
害
を
理

第
十

条

障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
に
関
し
、
事
業
者
に
よ
る
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
係

由
と
す
る
差
別
に
関
し
、
事
業
者
に
よ
る
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
係

る
事
案
（
以
下
「
対
象
事
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
第
九
条
の
相
談
を

る
事
案
（
以
下
「
対
象
事
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
第
八
条
の
相
談
を

経
て
も
当
該
対
象
事
案
の
解
決
が
見
込
め
な
い
と
き
は
、
知
事
に
対
し
、
当

経
て
も
当
該
対
象
事
案
の
解
決
が
見
込
め
な
い
と
き
は
、
知
事
に
対
し
、
当

該
対
象
事
案
の
解
決
の
た
め
に
必
要
な
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
を
求
め
る
旨
の

該
対
象
事
案
の
解
決
の
た
め
に
必
要
な
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
を
求
め
る
旨
の

申
立
て
（
以
下
「
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ

申
立
て
（
以
下
「
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

は
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

対
象
事
案
が
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五

一

対
象
事
案
が
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
紛
争
の
解
決
を
図
る
こ
と
が

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
紛
争
の
解
決
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
。

で
き
る
と
き
。

二

同
一
の
事
案
に
つ
い
て
、
過
去
に
前
項
の
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
求
め

二

同
一
の
事
案
に
つ
い
て
、
過
去
に
前
項
の
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
求
め

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
。

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
。

三

対
象
事
案
の
発
生
日
（
継
続
す
る
行
為
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
行
為
の
終

三

対
象
事
案
の
発
生
日
（
継
続
す
る
行
為
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
行
為
の
終

了
し
た
日
）
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
（
そ
の
間
に
申
立

了
し
た
日
）
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
（
そ
の
間
に
申
立

て
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。

て
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。

四

障
害
の
あ
る
人
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
が
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申

四

障
害
の
あ
る
人
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
が
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申

立
て
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
が
当

立
て
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
が
当

該
障
害
の
あ
る
人
の
意
に
反
す
る
と
き
。

該
障
害
の
あ
る
人
の
意
に
反
す
る
と
き
。

（
事
実
の
調
査
）

（
事
実
の
調
査
）

第
十
二
条

知
事
は
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当

第
十
一
条

知
事
は
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当

該
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
に
係
る
対
象
事
案
に
係
る
事
実
の
調
査
を

該
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
に
係
る
対
象
事
案
に
係
る
事
実
の
調
査
を

行
う
も
の
と
す
る
。

行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
対
象
事
案
の
当
事
者
（
当
該
対
象
事
案
に
関
し
、
助
言
又
は
あ
っ

２

前
項
の
対
象
事
案
の
当
事
者
（
当
該
対
象
事
案
に
関
し
、
助
言
又
は
あ
っ

せ
ん
の
申
立
て
を
行
っ
た
者
及
び
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違

せ
ん
の
申
立
て
を
行
っ
た
者
及
び
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
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反
す
る
取
扱
い
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の

反
す
る
取
扱
い
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の

他
関
係
者
（
以
下
「
対
象
事
案
関
係
者
」
と
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が

他
関
係
者
（
以
下
「
対
象
事
案
関
係
者
」
と
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
前
項
の
調
査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
場
合
を
除
き
、
前
項
の
調
査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
）

（
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
）

第
十
三
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る

第
十
二
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
に
対
し
、
そ
の
対
象
事
案
の
解
決
の
た
め
の
助

と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
に
対
し
、
そ
の
対
象
事
案
の
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
又
は
委
員
会
（
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
を
い
う

言
を
行
い
、
又
は
委
員
会
（
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
を
い
う

。
以
下
本
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
せ
ん
を
行
う
よ
う
求
め

。
以
下
本
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
せ
ん
を
行
う
よ
う
求
め

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

２

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、

２

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
対
象
事
案
を
解
決
す
る
た
め
、
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

そ
の
対
象
事
案
を
解
決
す
る
た
め
、
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
対
象
事
案
の
性
質
上
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

し
、
当
該
対
象
事
案
の
性
質
上
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

委
員
会
は
、
あ
っ
せ
ん
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一

３

委
員
会
は
、
あ
っ
せ
ん
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
求
め
が
あ
っ
た
対
象
事
案
に
係
る
対
象
事
案

項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
求
め
が
あ
っ
た
対
象
事
案
に
係
る
対
象
事
案

関
係
者
に
対
し
、
説
明
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な

関
係
者
に
対
し
、
説
明
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事
に
前
項
の
調
査
の
全

４

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事
に
前
項
の
調
査
の
全

部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

対
象
事
案
関
係
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
三
項
の
規

５

対
象
事
案
関
係
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
調
査
（
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
行

定
に
よ
る
調
査
（
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
行

う
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

う
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

６

委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
求
め
が
あ
っ
た
対
象
事

６

委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
求
め
が
あ
っ
た
対
象
事

案
の
解
決
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
当
該
対
象
事
案
の
当

案
の
解
決
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
当
該
対
象
事
案
の
当

事
者
に
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

事
者
に
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７

あ
っ
せ
ん
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
終
了
す
る

７

あ
っ
せ
ん
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
終
了
す
る

。

。

一

あ
っ
せ
ん
に
よ
り
対
象
事
案
が
解
決
し
た
と
き
。

一

あ
っ
せ
ん
に
よ
り
対
象
事
案
が
解
決
し
た
と
き
。

二

あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
は
対
象
事
案
の
解
決
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
る

二

あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
は
対
象
事
案
の
解
決
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
る
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と
き
。

と
き
。

８

委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た

８

委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た

と
き
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
終
了
し
た
と
き
は
、
当
事
者
に

と
き
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
終
了
し
た
と
き
は
、
当
事
者
に

そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
知
事
に
当
該
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立

そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
知
事
に
当
該
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立

て
へ
の
対
応
結
果
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

て
へ
の
対
応
結
果
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
勧
告
）

（
勧
告
）

第
十
四
条

委
員
会
は
、
知
事
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

第
十
三
条

委
員
会
は
、
知
事
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を

場
合
は
、
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

一

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
あ
っ
せ
ん
案
を
受
諾
せ
ず
、
又
は
受

該
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
あ
っ
せ
ん
案
を
受
諾
せ
ず
、
又
は
受

諾
し
た
あ
っ
せ
ん
案
に
従
わ
な
い
と
き
。

諾
し
た
あ
っ
せ
ん
案
に
従
わ
な
い
と
き
。

二

当
該
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査

二

当
該
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査

を
拒
ん
だ
と
き
。

を
拒
ん
だ
と
き
。

三

当
該
事
業
者
が
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
対
し
、
虚
偽
の

三

当
該
事
業
者
が
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
対
し
、
虚
偽
の

資
料
を
提
出
し
、
又
は
虚
偽
の
説
明
を
行
っ
た
と
き
。

資
料
を
提
出
し
、
又
は
虚
偽
の
説
明
を
行
っ
た
と
き
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
実
の
公
表
）

（
事
実
の
公
表
）

第
十
五
条

知
事
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
事
業
者
が

第
十
四
条

知
事
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
事
業
者
が

正
当
な
理
由
な
く
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ

正
当
な
理
由
な
く
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
公

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
公

表
の
対
象
と
な
る
事
業
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
通
知
し
、
当
該

表
の
対
象
と
な
る
事
業
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
通
知
し
、
当
該

事
業
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
出
席
を
求
め
て
、
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ

事
業
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
出
席
を
求
め
て
、
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
正
当
な
理
由
な
く
意
見
の
聴
取
に

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
正
当
な
理
由
な
く
意
見
の
聴
取
に

応
じ
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

応
じ
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
章

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

第
三
章

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

（
啓
発
活
動
）

（
啓
発
活
動
）
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第
十
六
条

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
民
の
障
害
等
に
関
す
る
理
解

第
十
五
条

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
民
の
障
害
等
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
、
知
識
の
普
及
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
、
知
識
の
普
及
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

（
教
育
の
推
進
）

（
教
育
の
推
進
）

第
十
七
条

県
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
障
害
等
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て

第
十
六
条

県
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
障
害
等
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て

、
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め
の
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
そ
の

、
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め
の
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
そ
の

他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
交
流
の
推
進
）

（
交
流
の
推
進
）

第
十
八
条

県
は
、
障
害
の
あ
る
人
及
び
障
害
の
な
い
人
の
交
流
を
積
極
的
に

第
十
七
条

県
は
、
障
害
の
あ
る
人
及
び
障
害
の
な
い
人
の
交
流
を
積
極
的
に

促
進
し
、
相
互
理
解
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

促
進
し
、
相
互
理
解
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
情
報
保
障
の
推
進
）

（
情
報
保
障
の
推
進
）

第
十
九
条

県
は
、
市
町
村
、
県
民
及
び
事
業
者
等
に
お
い
て
、
手
話
、
拡
大

第
十
八
条

県
は
、
市
町
村
、
県
民
及
び
事
業
者
等
に
お
い
て
、
手
話
、
拡
大

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

文
字
、
筆
記
、
点
字
、
音
声
、
触
手
話
（
触
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で

文
字
、
筆
記
、
点
字
、
音
声
、
触
手
話
（
触
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
手
話
を
い
う
。
）
、
平
易
な
表
現
そ
の
他
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
多

き
る
手
話
を
い
う
。
）
、
平
易
な
表
現
そ
の
他
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
多

様
な
意
思
疎
通
等
の
方
法
が
普
及
す
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

様
な
意
思
疎
通
等
の
方
法
が
普
及
す
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

２

県
は
、
手
話
通
訳
、
点
訳
、
盲
ろ
う
通
訳
介
助
、
要
約
筆
記
そ
の
他
の
方

２

県
は
、
手
話
通
訳
、
点
訳
、
盲
ろ
う
通
訳
介
助
、
要
約
筆
記
そ
の
他
の
方

法
に
よ
り
障
害
の
あ
る
人
の
情
報
の
取
得
及
び
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
者
の

法
に
よ
り
障
害
の
あ
る
人
の
情
報
の
取
得
及
び
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
者
の

養
成
、
確
保
及
び
技
術
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

養
成
、
確
保
及
び
技
術
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

る
。

３

県
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
県
政
に
関
す
る
情
報
を
速
や
か
に
得
る
こ
と
が

３

県
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
県
政
に
関
す
る
情
報
を
速
や
か
に
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
、
障
害
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
方
法
に
よ
っ
て

で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
、
障
害
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
方
法
に
よ
っ
て

情
報
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

情
報
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
災
害
そ
の
他
非
常
の

４

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
災
害
そ
の
他
非
常
の

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

事
態
の
場
合
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、
そ
の
安
全
を
確
保
す
る

事
態
の
場
合
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、
そ
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な

た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な

情
報
提
供
の
手
段
を
確
保
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

情
報
提
供
の
手
段
を
確
保
す
る
よ
う
配
所
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め
の
調
整
委
員
会

第
四
章

障
害
の
あ
る
人
の
相
談
に
関
す
る

調
整
委
員
会

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

（
設
置
）

（
設
置
）

第
二
十
条

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
及
び
第
十
四
条
の
第
一
項
の

第
十
九
条

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
及
び
第
十
三
条
の
第
一
項
の
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規
定
に
よ
る
勧
告
の
求
め
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
知

規
定
に
よ
る
勧
告
の
求
め
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
知

事
の
附
属
機
関
と
し
て
、
宮
城
県
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
た
め

事
の
附
属
機
関
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
相
談
に
関
す
る

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

の
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
組
織
等
）

（
組
織
等
）

第
二
十
一
条

委
員
会
は
、
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

第
二
十

条

委
員
会
は
、
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命
す
る
。

２

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命
す
る
。

一

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者

一

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者

二

障
害
の
あ
る
人

二

障
害
の
あ
る
人

三

障
害
の
あ
る
人
の
家
族

三

障
害
の
あ
る
人
の
家
族

四

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者

四

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者

五

事
業
者
又
は
事
業
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
団
体
の
役
職
員

五

事
業
者
又
は
事
業
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
団
体
の
役
職
員

六

関
係
行
政
機
関
の
職
員

六

関
係
行
政
機
関
の
職
員

七

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
者

七

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
者

３

委
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る

３

委
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る

補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

４

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
門
委
員
）

（
専
門
委
員
）

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

第
二
十
二
条

委
員
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

第
二
十
二
条

委
員
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら

２

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら

、
知
事
が
任
命
す
る
。

、
知
事
が
任
命
す
る
。

３

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、

３

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、

解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
委
員
等
の
服
務
）

（
委
員

の
服
務
）

第
二
十
三
条

委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
職
務
上
知
り
得

第
二
十
一
条

委
員

は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
職
務
上
知
り
得

た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る

た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る

。

。

（
会
長
及
び
副
会
長
）

（
会
長
及
び
副
会
長
）

第
二
十
四
条

委
員
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て

第
二
十
二
条

委
員
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て

定
め
る
。

定
め
る
。
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２

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
。

２

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
。

３

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が

３

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が

欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

（
会
議
）

第
二
十
五
条

委
員
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
そ
の
議
長
と
な

第
二
十
三
条

委
員
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
そ
の
議
長
と
な

る
。

る
。

２

委
員
会
の
会
議
は
、
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
く
こ
と
が

２

委
員
会
の
会
議
は
、
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

で
き
な
い
。

３

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と

３

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と

き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
委
任
）

（
委
任
）

第
二
十
六
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に

第
二
十
四
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

第
五
章

雑
則

第
五
章

雑
則

（
市
町
村
の
条
例
と
の
関
係
）

（
市
町
村
の
条
例
と
の
関
係
）

第
二
十
七
条

知
事
及
び
委
員
会
は
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
に
係
る

第
二
十
五
条

知
事
及
び
委
員
会
は
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
に
係
る

事
案
で
あ
っ
て
、
市
町
村
が
当
該
市
町
村
の
条
例
に
よ
り
当
該
事
案
の
解
決

事
案
で
あ
っ
て
、
市
町
村
が
当
該
市
町
村
の
条
例
に
よ
り
当
該
事
案
の
解
決

又
は
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助

又
は
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助

言
若
し
く
は
あ
っ
せ
ん
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
第
十

言
若
し
く
は
あ
っ
せ
ん
、
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
第
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
準
ず
る
行
政
指
導
そ
の
他
の
行
為
を
し

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
準
ず
る
行
政
指
導
そ
の
他
の
行
為
を
し

、
又
は
当
該
行
為
を
す
る
た
め
の
手
続
を
開
始
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第

、
又
は
当
該
行
為
を
す
る
た
め
の
手
続
に
着
手
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第

パ
ブ
コ
メ
意
見
を
反
映

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
若
し
く
は
あ
っ
せ
ん
、
第
十
四
条
第
一

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
若
し
く
は
あ
っ
せ
ん
、
第
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
行
わ

項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
行
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

な
い
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

（
委
任
）

第
二
十
八
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し

第
二
十
六
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
罰
則
）

（
罰
則
）

第
二
十
九
条

第
十
条
第
二
項
又
は
第
二
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を

第
二
十
七
条

第
九
条
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を

漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
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附

則

附

則

（
施
行
期
日
等
）

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
九

条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

（
準
備
行
為
）

２

委
員
会
の
委
員
の
選
任
の
た
め
に
必
要
な
行
為
そ
の
他
委
員
会
の
設
置
の

２

委
員
会
の
委
員
の
選
任
の
た
め
に
必
要
な
行
為
そ
の
他
委
員
会
の
設
置
の

た
め
必
要
な
準
備
行
為
は
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
の
施

た
め
必
要
な
準
備
行
為
は
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
の
施

行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
討
）

（
検
討
）

３

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
条
例
、
障
害

３

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
条
例
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
の
関
係
法
令
の

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
の
関
係
法
令
の

施
行
状
況
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
つ
い
て

施
行
状
況
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

。

。


